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⑴ 

総
会
、
理
事
会
の
開
催

　

○
総
会

　
　

設
立
総
会　

　
　
　

平
成
19
年
3
月
26
日
㈪　

県
庁

　
　

通
常
総
会

　
　
　

平
成
19
年
5
月
31
日
㈭　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

　

○
理
事
会

　
　
　

平
成
19
年
5
月
31
日
㈭　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

　
　
　

平
成
20
年
3
月
25
日
㈫　

県
庁

⑵
設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

　
　
　

平
成
19
年
5
月
31
日
㈭　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

　
　
　

＊
出
席
者
２
７
６
名

⑶
情
報
発
信

　

○ 

会
報
の
発
行　

年
２
回
（
９
、３
月
末
）

　
　

３
、0
0
0
部
／
回

　

 　

会
報「
文
化
飛
翔
」を
創
刊
し
、加
盟
団
体
を
は
じ
め
、

関
係
先
等
に
広
く
配
付
し
ま
し
た
。

　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　

 　

山
口
県
の
協
力
に
よ
り
、
規
約
、
事
業
内
容
等
本
連

盟
に
関
す
る
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ 　

h
ttp://w

w
w.pref.yam

aguchi.lg.jp/cm
s/

a19300/bunka-ren/index.htm
l

⑷
賛
助
会
員
の
入
会
の
促
進

　

個
人
、
企
業
等
多
方
面
に
向
け
て
幅
広
く
入
会
の
御
案

内
を
行
い
、
個
人
、
団
体
を
合
わ
せ
て
、
79
の
賛
助
会
員

が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｐ
８
で
賛
助
会
員
の
皆
様
を
紹

平
成

 
〜
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
〜　

　

昨
年
の
３
月
に
新
生
・
山
口
県
文
化
連
盟
が
発
足
し
て
、
早
く
も
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
加
盟
団
体

相
互
の
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
を
通
じ
て
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
県
や
関
係
者
と
連
携
し
、
多
く
の
県
民

の
皆
さ
ん
の
御
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
第
１
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
を
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

 （平成19年度実施事業）

事　　　　業　　　　名 主　　　　催　　　　者 期日・会場

１
ＮＨＫ交響楽団トップメンバー＆コーラス・ジュニ
アによるクリスマスキャロル

特定非営利活動法人子どもとともに山口県の文
化を育てる会、Ｎ響メンバー＆コーラス事業防
府実行委員会

平成19年12月16日
防府市公会堂

２ 第31回ｔｙｓ山口県学生ピアノコンクール ｔｙｓテレビ山口、毎日新聞社、山口県音楽協会
平成20年１月12・20日
山口県教育会館

３ 青少年の心を育てる特別学校コンサート
シュルンマーリートインターナショナルコンサー
トの会

平成19年６月14～22日
県内の中・高校他

４ 第34回防府市（近郊含む）芸術演奏会（新人・一般） 防府音楽協会
平成19年８月26日
アスピラート

５
バンブーシンフォニアコンサート竹楽器フェスティ
バル　国際音楽の日記念事業　青少年へのメッセー
ジ『生きる』

《竹》創造のまち山陽小野田実行委員会
平成19年７月29日～30日
平成20年２月24日
山陽小野田市文化会館他

６ 第１回山口県書を楽しむ人たち展 山口県書を楽しむ会　
平成20年２月26～３月２日
下関市立美術館

７ 親と子のコーラスセミナー 山口県母の合唱連盟　
平成20年２月３日
山口県教育会館

８
フランスの風2007コンサートシリーズ№３～日仏交
流150周年記念プレイベント～

シュルンマーリートインターナショナルコンサー
トの会

平成19年12月14日
ニューメディアプラザ山口

９
文部科学省現代ＧＰ支援事業「ルーラルファッショ
ンショー」クリスマスファッションショーVOL．
V2007‘Slow　Life　Yamaguchi’

山口県立大学服飾研究会
平成19年12月23日
山口県立美術館

10 ガムラン楽舞劇「桃太郎」山口公演 山口県立大学服飾研究会
平成20年３月23日
山口県立大学

11 第10回ＩＫＥＢＡＮＡ展 下関市いけばな連合会
平成20年３月６～10日
下関大丸文化ホール

■ 

加
盟
団
体
相
互
の
連
携
、
交
流
及
び
情

報
発
信
の
促
進

　

団
体
や
個
人
が
行
う
次
の
文
化
事
業
に
対
し
て
、
後

援
名
義
を
提
供
し
ま
し
た
。

■
後
援
名
義
の
提
供

平
成
平
成
平
成

〜
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
〜

〜
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
〜

〜
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
〜

平
成
19
年
度 

事
業
実
施
状
況

 
〜
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
〜　

介
し
て
い
ま
す
）
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○
主
催　

山
口
県
、
山
口
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　

山
口
県
文
化
連
盟
、
関
係
団
体

○
共
催　

各
市
町
、
各
市
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団

○
協
賛　

第
22
回
国
民
文
化
祭

　
　
　
　
　

と
く
し
ま
2
0
0
7
協
賛
事
業

○
後
援　

報
道
関
係
各
社

　
 （

朝
日
新
聞
社
、
エ
フ
エ
ム
山
口
、
共
同
通
信
社
、
産

経
新
聞
社
山
口
支
局
、
時
事
通
信
社
、
中
国
新
聞
防
長

本
社
、
Ｔ
Ｙ
Ｓ
テ
レ
ビ
山
口
、
西
日
本
新
聞
社
、
日
本

経
済
新
聞
社
山
口
支
局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
、
毎
日

新
聞
社
、
Ｙ
Ａ
Ｂ
山
口
朝
日
放
送
、
山
口
新
聞
社
、
Ｋ

Ｒ
Ｙ
山
口
放
送
、
読
売
新
聞
西
部
本
社
）

○
開
催
期
間　

平
成
19
年
７
月
〜
12
月

区　　　分 開　　催　　内　　容 開催時期、会場

総

合

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

メインフェスティバル

○メインステージ
・中原中也をテーマとした創作公演
　 『アンソロジー「中也の時間（とき）」』等

○移動公演
・ メインステージで発表した創作作品の移動公演
・ 地元の文化団体等の公演を併せて実施

11月３日（祝・土）
山口市民会館

12月２日（日）
ルネッサながと
12月24日（振休・月）
シンフォニア岩国

○ ふるさとのアーティスト記念コンサート
・ 山口県出身の若手アーティスト等を紹介するコンサー
ト等

11月４日（日）
山口市民会館

○子ども夢プロジェクト大発表
・ 子ども夢プロジェクト実施グループが集合して発表

11月10日（土）～11日（日）
山口情報芸術センター

美 術 館 特 別 企 画

○ ミュージアム・タウン・ヤマグチ2007
・（ＨＥＡＲＴ2007）
　 山口県美術展覧会を核としたイベントを開催

８月18日（土）～９月９日（日）
山口県立美術館

○「現在形の陶芸　萩大賞展」
・陶芸の公募作品展

12月15日（土）～１月14日（祝）
山口県立萩美術館
浦上記念館

分野別フェスティバル
○分野別フェスティバル（20事業）
・ 分野別団体による音楽、文芸、生活文化等のイベント

７月～12月
県内全域

　

山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
制
定
を
記
念
し
て
、
文

化
力
に
よ
る
元
気
県
づ
く
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
開
催
日　

平
成
20
年
２
月
15
日
㈮

○
会　

場　

 

山
口
県
立
山
口
図
書
館 

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

・
基
調
講
演

　
　
　
「
21
世
紀
の
地
域
づ
く
り
〜
文
化
力
の
時
代
〜
」

　
　
　

講　

師　

川
勝　

平
太（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
）

　

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
文
化
芸
術
で
山
口
県
を
元
気
に
し
よ
う
」

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

和
仁　

皓
明
氏 

 

（
西
日
本
食
文
化
研
究
会
主
宰
）

　
　

 　

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
　

片
山　

涼
子
氏
（
山
口
県
立
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　
　

西
崎　

博
史
氏
（ 

財
団
法
人
周
南
市
文
化
振
興
財
団
常
務
理
事
）

　
　
　
　

村
上　

謙
一
郎
氏
（
合
唱
指
揮
者
）

　
　
　
　

横
山　

眞
佐
子
氏 

（
児
童
書
店〝
こ
ど
も
の
広
場
〞代
表
）

　
　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

川
勝　

平
太
氏

○
出
席
者　

２
１
０
名

○
主　

催　
山
口
県
、
山
口
県
教
育
委
員
会

○
共　

催　

山
口
県
文
化
連
盟

■ 
山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
制
定
記
念

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　
「
い
ま
、〝
文
化
力
〞

の
時
代
」
の
開
催

■ 

第
１
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
開
催

　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
県
域
文
化
団
体
連
絡
会
議
へ
出

席
し
、各
県
の
文
化
団
体
と
の
情
報
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
日　

平
成
20
年
１
月
30
日
㈬

　

会　

場　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も 

（
島
根
県
松
江
市
）　

　

出
席
者　

 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
5
団
体

　
　
　
　
　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
2
団
体

■
県
外
の
文
化
団
体
と
の
連
携
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このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介していきます。
よこがお～会員紹介～

会
長　
岡
本　
勝
之 

〒
７
４
０

－

０
０
６
１

　
玖
珂
郡
和
木
町
和
木
２
丁
目
15
番
１
号

電
話
／
０
８
２
７

－
５
２

－

２
１
９
１

　

和
木
町
文
化
協
会
は
、
平
成
４
年
３
月
和
木
町
文
化
会

館
の
竣
工
を
機
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
志
を
同
じ
く
さ
れ

た
方
々
が
郷
土
の
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
、
泉
洋
前
会

長
を
発
起
人
と
し
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
公
民
館
講
座

生
を
中
心
に
6
8
0
名
の
方
が
会
員
と
な
り
発
足
し
た
も

の
で
す
。

　

今
年
で
17
年
目
を
迎
え
る
文
化
協
会
は
、
現
在
約

8
0
0
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、「
緑
の
風
薫
る
文
化
の

ま
ち
」
を
標
榜
す
る
和
木
町
で
は
、
町
民
の
芸
術･

文
化

へ
の
造
詣
が
深
く
、
文
化
協
会
を
中
心
に
多
方
面
に
わ
た

る
文
化･

芸
術
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
の
主
な
活
動
は
、
秋
に
「
文
化
祭
（
展
示
会

･

芸
能
祭
）」
を
主
催
す
る
ほ
か
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
美

術
作
品
展
示
会
、
文
化
講
演
会
の
開
催
、
協
会
の
傘
下
団

体
が
開
催
す
る
発
表
会
や
展
示
会
等
へ
の
支
援
と
補
助
金

の
交
付
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
た
会
員
の
協
会
表
彰
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
２
回
（
９
月
と
３
月
）、
協
会
広
報
紙
「
和

木
ぶ
ん
か
」
を
発
刊
し
、町
内
全
戸
に
お
届
け
し
て
お
り
、

カ
ラ
ー
印
刷
の｢

和
木
ぶ
ん
か｣

は
と
て
も
き
れ
い
で
読
み

や
す
い
と
町
民
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
月
に
１
回
の
割
合
で
様
々
な
催
物
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
18
年
に
文
化
協
会
発
足
15
周
年
記
念
事

業
と
し
て
和
木
美
術
館
で
開
催
し
た
、日
本
画
の
巨
匠「
平

山
郁
夫
画
伯
」
絵
画
展
は
、
3
、4
5
0
名
も
の
方
々
に

日
本
画
の
素
晴
ら
し
さ
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
な

好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
魅
力
的

な
催
物
を
開
催
し
、
文
化
施
設
で
あ

る
、和
木
町
文
化
会
館
、和
木
美
術
館
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
利

用
率
を
高
め
て
い
き
な
が
ら
、
町
の

文
化
振
興
の
中
核
組
織
と
し
て
和
木

町
の
文
化
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
木
町
文
化
協
会

会
長　
加
藤　
燿
子 

〒
７
５
３

－

８
６
５
０

　
山
口
市
亀
山
町
２

－

１

　
山
口
市
総
合
政
策
部
文
化
政
策
課
内

電
話
／
０
８
３

－

９
３
４

－

２
７
１
８

　

山
口
文
化
協
会
は
、
昭
和

44
年
に
山
口
市
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
以
後
多
く
の
先
輩
・

市
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

平
成
21
年
度
に
は
創
立
40
周

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
山
口
市
内
に
あ
る

文
化
団
体
72
団
体
、
会
員
約

３
０
０
０
名
か
ら
な
り
、
分

野
は
文
芸
・
美
術
・
生
活
文
化
・

文
化
財
・
邦
楽
・
洋
楽
・
舞
踊
・

演
劇
・
演
芸
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、市
民
文
化
祭
、文
芸(
俳
句
・
川
柳
・

短
歌)

大
会
の
開
催
や
、
広
報
誌
「
山
口
文
化
」
の
発
行

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
行
う
市
民
文
化
祭
で
は
、
和
・

洋
・
新(

創
造)

・
旧(

伝
統
文
化)

の
そ
の
道
を
習
熟
し
た
方
々

と
若
き
担
い
手
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
培
っ
た
理
念
と
日
頃

の
成
果
を
持
ち
寄
り
創
作
す
る
喜
び
を
感
じ
合
い
な
が
ら
、

多
く
の
参
加
者
や
観
客
の
交
流
の
場
と
し
て
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
山
口
県
総
合
芸
術
文

化
祭
」
で
は
、
芸
術
・
文
化
の
創
造
に
対
し
熱
い
想
い
を

持
つ
県
民
の
方
々
と
創
作
公
演
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
中
也
の

時
間(

と
き)

」
を
つ
く
り
あ
げ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

多
く
の
ふ
れ
あ
い
と
新
た
な
刺
激
を
受
け
な
が
ら
制
作
さ

れ
た
作
品
は
、
山
口
・
長
門
・
岩
国
の
３
会
場
で
公
演
さ

れ
ま
し
た
が
、
約
2
8
0
0
名
も
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
参
加
者
に
多
く
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
山
口
の
文
化
を
大
切
に
し
、
心
の
交
流
を
深
め

て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
文
化
を
次
世

代
へ
伝
承
し
つ
つ
、
人
々
を
魅
了
し
、
愛
さ
れ
続
け
る
山

口
文
化
協
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
写
真　
創
作
公
演
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
中
也
の
時
間
」

山
口
文
化
協
会

会
長　
末
廣　
正
巳

〒
７
５
４

－

０
０
０
１

　
山
口
市
小
郡
上
郷

　
山
口
芸
術
短
期
大
学
内

電
話
／
０
８
３

－

９
７
２

－

２
８
８
０

　

本
協
会
創
立
当
時
、山
口
県
の
音
楽
芸
術
文
化
活
動
は
、

管
弦
楽
、
吹
奏
楽
、
合
唱
と
い
っ
た
団
体
活
動
の
組
織
は

あ
り
ま
し
た
が
、
音
楽
で
最
も
基
本
と
な
る
個
人
部
門
の

育
成
組
織
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
48
年

４
月
、
初
代
会
長
・
森
本
覚
丹
先
生
の
提
唱
で
「
本
県
の

音
楽
家
の
演
奏
及
び
創
作
活
動
を
向
上
発
展
さ
せ
、
音
楽

文
化
の
普
及
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
本
協
会
が

発
足
、
現
在
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
山
口
県
芸
術
演
奏
会

　
「
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
」
の
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
し
て
、
県
内
９
地
区
の
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
山
口
県
の
在
住
者
及
び
出
身
者
で
第
一
線
で

活
躍
中
の
音
楽
家
に
よ
る
演
奏
「
一
般
の
部
」
で
は
芸
術

音
楽
の
普
及
に
、
本
県
出
身
の
若
く
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
音

楽
家
た
ち
に
よ
る
演
奏
「
新
人
の
部
」
で
は
新
人
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
を
踏
ん
だ
者
の
中

に
は
そ
の
後
国
内
外
の
さ
ら
に
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍

す
る
人
が
出
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

◆
音
楽
活
動
の
共
催
、
後
援
、
協
賛
事
業

　

協
会
員
の
音
楽
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
会
員
が
行

う
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
後
援
や
協
賛
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
県
の
音
楽
文
化
の
向
上
の
た
め
に
、
ｔ
ｙ
ｓ
山
口

県
学
生
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
他
団
体
の
主
催
す
る
事

業
に
対
し
共
催
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
出
版
事
業　

　

協
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た

め
に
毎
年
「
会
員
名
簿
」
を
発
行
。

ま
た
今
年
度
は
創
立
35
周
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
総

ま
と
め
し
た
記
念
誌
を
刊
行
し
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を
明
ら
か
に
し

ま
す
。（
平
成
20
年
３
月
末
刊
行
予
定
）

◎
平
成
19
年
度
会
員
数

　

・
一
般
会
員
：
１
９
４
名

　

・
賛
助
会
員
： 

（
個
人
）１
名（
企

業
・
団
体
）
10
名

山
口
県
音
楽
協
会
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会
長　
臼
杵　
裕
世 

〒
７
４
７

－

０
８
０
８

　
防
府
市
桑
山
２

－

７

－
２
６

 

桑
山
中
学
校
内　

電
話
／
０
８
３
５

－
２
２

－

２
１
８
２

　

山
口
県
中
学
校
文
化
連
盟
は
、
平
成
17
年
に
発
足
し
た

生
ま
れ
て
４
年
目
の
団
体
で
す
。
平
成
17
年
は
折
し
も
国

民
文
化
祭
の
前
年
度
で
、
プ
レ
国
民
文
化
祭
の
協
賛
事
業

と
し
て
、
記
念
す
べ
き
「
設
立
記
念
総
合
文
化
祭
」
を
防

府
市
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
中
学
校

文
化
連
盟
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
同
年
８
月
に
神
奈
川

県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回
全
国
中
学
校
総
合
文
化
祭
」

に
吹
奏
楽
と
合
唱
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
の
18
年
度
は
宇
部
市
を
会
場
と
し
て
「
第
２
回

総
合
文
化
祭
」
を
開
催
し
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第

６
回
全
国
総
合
文
化
祭
」
に
管
弦
楽
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

３
年
目
の
19
年
度
は
岩
国
市
で「
第
３
回
総
合
文
化
祭
」

を
開
催
し
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回
全
国
総
合

文
化
祭
」
に
吹
奏
楽
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
山
口
県
中
学
校
文
化
連
盟
は
山
口
県
内
の

中
学
生
の
文
化
活
動
を
紹
介
し
、
生
徒
同
士
の
交
流
を
深

め
る
総
合
文
化
祭
を
県
内
７
地
区
が
持
ち
回
り
で
開
催
す

る
こ
と
と
、
全
国
の
総
合
文
化
祭
に
山
口
県
の
中
学
生
の

文
化
力
を
紹
介
す
る
事
業
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
山
口
県
文
化
連
盟
の
一
員
に
加
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
の
文
化
活
動
も
視
野
に
入
れ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
一
層
の
文
化
活
動
を

推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

平
成
20
年
度
は
11
月
８
・
９

日
に
下
関
市
で
「
第
４
回
総

合
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
ご

来
場
い
た
だ
き
中
学
生
の
あ

ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 山

口
県
中
学
校
文
化
連
盟

会
長　
森
重
香
代
子 

〒
７
５
０

－

０
０
０
３

　
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町
３
ー
14 

大
司
方

電
話
／
０
８
３

－

２
３
４

－

４
０
１
５

創　

立　

昭
和
39
年

会　

員　

約
６
５
０
名

役　

員

顧　

問　

中
西　

輝
磨

　
　
　
　

玉
野
由
槻
雄

　
　
　
　

音
羽　
　

晃

会　

長　

森
重
香
代
子

副
会
長　

河
野　

て
る

ほ
か
理
事
９
名　

監
事
２
名

活
動
状
況

　

毎
年
１
回
、
山
口
県
歌
人
協
会
「
短
歌
大
会
」
を
開
催

し
、
全
県
内
よ
り
一
般
の
部
約
６
０
０
首
、
小
・
中
・
高

校
生
の
部
約
４
、０
０
０
首
を
募
り
、優
秀
作
品
を
顕
彰
し
、

中
央
歌
壇
よ
り
講
師
を
招
聘
し
て
講
演
会
を
開
き
、
山
口

県
歌
壇
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

平
成
18
年
11
月
行
わ
れ
た
「
第
21
回
国
民
文
化
祭
・
や

ま
ぐ
ち
２
０
０
６
や
ま
ぐ
ち「
短
歌
大
会
」に
は
、県
内
小
・

中
・
高
校
生
の
短
歌
応
募
数
２
２
、７
５
３
首
、
全
国
の

一
般
の
部
・
小
中
高
校
生
の
部
を
合
わ
せ
３
９
、４
８
６

首
と
過
去
最
高
記
録
の
も
と
盛
大
か
つ
有
意
義
な
大
会
を

岩
国
市
で
開
催
し
た
。

今
後
の
予
定
・
抱
負

　

山
口
県
の
歌
人
の
増

加
と
若
返
り
、
ま
た
感

性
豊
か
な
人
間
を
育
む

た
め
に
も
小
・
中
・
高

校
生
の
短
歌
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
山
口

県
短
歌
会
の
向
上
発
展

を
目
指
し
た
い
。

山
口
県
歌
人
協
会

理
事
長　
安
藤　
和
津

〒
７
５
０

－

０
０
２
５

　
下
関
市
竹
崎
町
４

－

５

－

１

電
話
／
０
８
３

－

２
３
１

－

６
４
０
１

　

設
立
は
、
昭
和
52
年
４
月
㈶
下
関
市
民
会
館
管
理
公
社

と
し
て
発
足
。
平
成
10
年
4
月
、
文
化
施
設
の
管
理
運
営

及
び
文
化
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
下
関
市
民
の
文
化
活

動
の
振
興
を
図
る
事
を
目
的
に
、
㈶
下
関
市
文
化
振
興
財

団
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
２
月
下
関
市
と
豊
浦
郡
の
合
併
に
よ
り
、
下

関
市
民
会
館
と
菊
川
ふ
れ
あ
い
会
館
を
拠
点
に
、
内
外
で

活
躍
す
る
一
流
芸
術
家
に
よ
る
公
演
な
ど
財
団
独
自
、
ま

た
は
関
係
諸
団
体
と
の
共
催
な
ど
に
よ
り
企
画
、
実
施
す

る
こ
と
で
市
民
が
レ
ベ
ル
の
高
い
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機

会
を
多
く
提
供
す
る
事
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
に
向
け
て
組
織
さ
れ
た「
友
の
会
」の
拡
張
・

内
容
の
充
実
な
ど
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
小
中

学
校
を
対
象
に
し
た
学
校
公
演
を
は
じ
め
、
各
地
域
の
市

民
を
対
象
に
し
た
地
域
公
演
を
定
期
的
に
実
施
す
る
事
に

よ
り
広
範
囲
に
お
け
る
地
域
文
化
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
市
民
会
館
開
館
30
周
年
を
迎
え
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
演
奏
会
を
中
心
に
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
か
ら

の
受
託
事
業
と
し
て
朝
鮮
通
信
使
行
列
再
現
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
広
報
業
務
と
し
て
、
文
化
関
係
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
収
集
・
情
報
発
信
の
た
め
、
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
誌
「
か
る
ち
ゃ
あ
ガ
イ
ド
」
の
毎
月
発

行
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
よ
る
催
し
案
内
で
文
化
団
体
の
活
動

状
況
等
も
広
く
市
民
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
文
化
振
興
財
団
と

な
っ
て
10
周
年
に
あ
た
り
、
市
民

に
参
加
を
呼
び
か
け
「
第
九
」
の

演
奏
会
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後

も
市
民
の
文
化
活
動
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民

が
文
化
に
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
文
化

振
興
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

㈶
下
関
市
文
化
振
興
財
団
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○ 

多
様
な
文
化
芸
術
の
発
展
と
国
内
外
へ

の
発
信

○ 

地
域
の
特
色
あ
る
文
化
芸
術
の
発
展
と

継
承

○ 

地
域
社
会
発
展
の
基
盤
で
あ
る
文
化
力

の
向
上

【
県
の
主
な
取
組
】

○
文
化
芸
術
活
動
の
充
実

　

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
な
ど
、
県
民

が
文
化
芸
術
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
特
色
あ
る
文
化
芸
術

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
に

関
す
る
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

○
文
化
芸
術
の
基
盤
整
備

　

本
県
の
文
化
芸
術
発
展
の
基
盤
と
な
る

担
い
手
の
育
成
や
、
文
化
芸
術
の
拠
点
で

あ
る
文
化
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
企
業
メ
セ
ナ
や
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

○
県
民
参
加
に
よ
る
文
化
行
政
の
推
進

　

計
画
的
に
文
化
行
政
を
進
め
る
た
め
の

「
基
本
方
針
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
意
見
を
文
化
行
政
に
反
映
す
る
た

め
の
「
山
口
県
文
化
芸
術
審
議
会
」
を
設

置
し
ま
す
。

潮
は
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
を
招
き
、
心

の
ゆ
と
り
を
失
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
日
々
の
暮
ら
し

に
潤
い
を
与
え
、
人
々
に
生
き
る
喜
び
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
文
化
芸
術
を
、
一
層

身
近
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
文
化
芸
術
に
親
し
み
、

多
様
な
文
化
芸
術
を
生
活
の
中
に
生
か
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

内
外
に
発
信
し
、
人
々
と
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
く
こ
と
が
、
県
民
の
願
い
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
で
発

揮
さ
れ
た
「
文
化
芸
術
を
尊
重
し
、
そ
の

創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
文
化
維
新
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、
県
民
一
人
一
人
が
燦

め
く
元
気
県
を
築
く
た
め
、
条
例
を
制
定

し
た
も
の
で
す
。

■
条
例
の
内
容

【
目
的
】

　

文
化
芸
術
を
振
興
す
る
こ
と
に
よ
り
、

心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
県
民
生
活
と
、
個

性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
基
本
理
念
】

　

条
例
で
は
、
文
化
芸
術
に
よ
る
元
気
県

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
考
え
方
と
し
て
、

次
の
６
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

○
県
民
の
自
主
性
と
創
造
性
の
尊
重

○ 

県
民
が
等
し
く
文
化
芸
術
活
動
に
参
加

で
き
る
環
境
づ
く
り

○ 

県
民
、
文
化
芸
術
団
体
、
文
化
施
設
、

学
校
、
事
業
者
、
市
町
、
県
等
の
協
働

に
よ
る
取
組

■
制
定
の
経
緯

　

こ
の
条
例
は
、
昨
年
５
月
に
設
置
さ
れ

た「
山
口
県
文
化
振
興
条
例
検
討
懇
話
会
」

（
委
員
10
名
。
会
長 

田
村
幸
志
郎
山
口
県

文
化
連
盟
会
長
）
に
よ
り
、
内
容
の
検
討

が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

条
例
案
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
県
民

の
意
見
を
広
く
聴
く
た
め
の
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
８

月
に
は
、県
内
５
会
場
で
「
地
域
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
、
本
連
盟
の
会
員
も
多
数
参

加
し
ま
し
た
。

　

条
例
検
討
懇
話
会
で
は
、
５
回
に
わ
た

る
集
中
的
な
審
議
を
経
て
、昨
年
11
月
に
、

「
山
口
県
の
文
化
振
興
に
関
す
る
条
例
検

討
報
告
書
」
を
二
井
関
成
知
事
に
提
出
。

県
で
は
、
12
月
県
議
会
に
条
例
案
を
提
案

し
、同
月
21
日
の
山
口
県
議
会
本
会
議
で
、

条
例
案
は
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
19
年
12
月
25
日
、「
山
口
県
文

化
芸
術
振
興
条
例
」（
平
成
19
年
山
口
県

条
例
第
55
号
）
が
公
布
さ
れ
、
同
日
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
は
、
文
化

芸
術
に
よ
る
元
気
県
づ
く
り
の
決
意
を
述

べ
た
「
前
文
」、
文
化
芸
術
振
興
の
基
本

理
念
、
県
や
県
民
の
役
割
、
県
が
行
う
基

本
的
な
施
策
、
そ
し
て
県
民
の
意
見
を
文

化
行
政
に
反
映
す
る
た
め
の
「
審
議
会
」

の
設
置
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
条
例
制
定
の
背
景

　

山
口
県
で
は
、
長
い
歴
史
を
経
て
、
個

性
豊
か
な
ふ
る
さ
と
が
形
づ
く
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
日
、
経
済
効
率
優
先
の
風

～文化芸術の力で心豊かな元気県づくり～

山口県文化芸術振興条例
145万人の来場者を迎え、山口県民のすぐれた文化力を全国に発信した、“国民文化祭やまぐち2006”。この国民文
化祭で培われた文化維新の精神を継承して、文化芸術の力で「住み良さ日本一の元気県」を築くため、その基盤と
なる条例が、昨年12月に制定されました。
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Topics & Information トピックス＆インフォメーション

平
成
20
年
度 

山
口
県
主
要
施
策
の
概
要 

（
文
化
関
係
）

■
や
ま
ぐ
ち
の
文
化
力
推
進
事
業

　

山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
の

制
定
を
契
機
と
し
て
、
県
民
と
文

化
団
体
等
と
の
結
び
つ
き
を
強
化

し
、
県
民
の
文
化
芸
術
活
動
へ
の

参
画
促
進
を
図
る
た
め
、
情
報
収

集
・
提
供
機
能
を
充
実
強
化
し
ま

す
。

■
美
術
館
ま
ち
な
か
交
流
促
進
事
業

　

美
術
館
を
核
に
、
地
域
住
民
、

関
係
団
体
が
連
携
・
協
働
し
て
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
美
術
館
や
地
域
の
新
た
な

魅
力
の
創
造
と
発
信
を
図
り
ま
す
。

■
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
推
進
事
業

　

国
民
文
化
祭
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
県
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な

文
化
芸
術
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
場
と
し
て
「
山
口
県
総
合
芸
術

文
化
祭
」
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る

文
化
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■ 

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
萩
焼

展
示
施
設
整
備
事
業

　

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
、

陶
芸
美
術
館
の
機
能
を
付
与
し
、

美
術
館
と
し
て
の
よ
り
一
層
の
魅

力
を
発
揮
す
る
た
め
、
隣
接
地
に

陶
芸
展
示
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

本
連
盟
の
田
村
会
長
が
、
昨
年
の
秋
の
叙
勲
で

旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
会
長
は
、
や
ま
ぐ
ち
市
民
文
化
の
会
会
長
、

や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
、
国
民

文
化
祭
実
行
委
員
会
副
会
長
等
を
歴
任
し
、
長
年

に
わ
た
り
文
化
芸
術
の
振
興
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
を
契
機

と
す
る
新
生
・
山
口
県
文
化
連
盟
の
設
立
に
主
導

的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
ほ
か
、
山
口
県
文
化
振

興
条
例
検
討
懇
話
会
会
長
を
努
め
ら
れ
る
な
ど
、

本
県
の
文
化
芸
術
の
発
展
の
た
め
、
精
力
的
に
活

動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

☆
や
ま
ぐ
ち
の
文
化
力
推
進
事
業
（
新
規
）

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
県
民
と
文
化
団
体
等
の
活
動

を
つ
な
ぐ
場
の
提
供

　

①
文
化
情
報
の
一
元
収
集
と
付
加
価
値
を
高
め
た
情
報
の
提
供

　
　

 

文
化
団
体
や
文
化
施
設
等
が
実
施
す
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
や

募
集
案
内
等
の
様
々
な
文
化
情
報
を
一
元
的
に
収
集
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
付
加
価
値
を
高
め
た
文
化
情
報
を
提
供

　

②
県
民
レ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
Ｐ
Ｒ
等

　
　

 

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
文
化
芸
術
活
動
に
県
民
公
募
に

よ
る
レ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、意
見
や
感
想
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載

■
文
化
人
材
バ
ン
ク
の
設
置

　

文
化
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
地
域
や
学
校
等
へ
派
遣
可
能

な
芸
術
家
等
の
情
報
を
収
集
・
登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

☆
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
推
進
事
業
（
継
続
）

■
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

開
催
時
期
：
11
月
1
日
㈯
〜
3
日
㈷

　

開
催
場
所
：
長
門
市　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

　

①
県
民
創
作
型
公
演

　
　

 

山
口
県
の
文
化
資
源
等
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
県
民
が
手
づ

く
り
創
作
す
る
舞
台
公
演

　

②
地
域
文
化
を
活
用
し
た
取
組

　
　
地
域
の
文
化
資
源
を
生
か
し
た
独
創
的
な
文
化
活
動
の
発
表

　

③
ふ
る
さ
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
公
演
・
展
示

　
　
県
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す
る
公
演
や
作
品
等
の
展
示

　

④
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
を
支
援

■
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

開
催
時
期
：
７
月
〜
12
月

　

開
催
場
所
：
県
内
各
地

注
目
！

　県では文化関係施策を推進するため、今後、文化団体や文化施設等に対して広く情報提供や事業参画等を呼びか
ける予定にしており、山口県文化連盟として積極的に県の施策に協力していきたいと思います。

■山口県文化芸術振興条例及び平成20年度山口県主要施策（文化関係）に関するお問い合せ先
　山口県文化振興課：TEL 083－933－2610／FAX 083－933－4829／E-mail :a19300@pref.yamaguchi.lg.jp
　ホームページ：http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a19300/index/

田
村
幸
志
郎
山
口
県
文
化
連
盟
会
長
が

旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

平
成
19
年 

秋
の
文
化
・

　
　
芸
術
関
係
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん

■
叙
勲

　

田
村
幸
志
郎
（
旭
日
双
光
章
）

　

宮
崎　

進
（
旭
日
小
綬
賞
）

　

大
和
保
男
（
旭
日
小
綬
賞
）

■
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

・
芸
術
文
化
功
労

　

清
永
唯
夫　

文
芸
／
随
筆

・
文
化
財
保
護
功
労

　

湯
本
南
条
踊
保
存
会

■
山
口
県
選
奨
（
芸
術
文
化
功
労
）

　

近
藤　

弘　

文
芸
／
川
柳

　

陶
山
祐
二　

文
芸
／
詩

　

玉
野
知
之　

文
芸
／
短
歌

　

坂
東
三
嘉
寿
美　

舞
踊
／
日
舞

■
山
口
県
文
化
功
労
賞

　

石
川　

秀　

一
般
文
化
／
地
域
文
化

　

上
田
俊
成　

一
般
文
化
／
文
化
団
体
の
活
動

　

岡　

正
哉　

美
術
／
書
道

　

菊
広
吟
秋　

音
楽
／
邦
楽

　

小
林
功
於　

美
術
／
版
画

　

竹
内
孝
子　

生
活
文
化
／
華
道

　

田
中
照
通　

音
楽
／
作
曲

　

野
村
忠
司　

文
芸
／
詩

　

花
柳
佳
寿
広　

舞
踊
／
日
舞

　

山
﨑
凱
千　

音
楽
／
文
化
団
体
の
活
動

　

萩
川
柳
会　

文
芸
／
川
柳
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　今回から、リレー随筆コーナー「文化の
小径」を新たにスタートしました。このコー
ナーでは、本連盟の各分野で御活躍されて
いる方に、これまで御自身が携わってこら
れた文化活動の魅力、うんちく、自身との
関わり、今後の抱負などをテーマに自由に
語っていただきます。次号はどなたが登場
されるか、乞うご期待ください！

　

新
年
早
々
、
テ
レ
ビ
で
人
気
ミ
ス
テ
リ
ー

作
家
・
内
田
康
夫
氏
原
作
の
浅
見
光
彦
シ
リ
ー

ズ
「
耳
な
し
芳
一
か
ら
の
手
紙
」
の
放
送
が

あ
り
ま
し
た
。
下
関
の
赤
間
神
宮
（
旧
阿
弥

陀
寺
）
伝
承
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、

私
が
下
関
市
立
長
府
博
物
館
々
長
時
代
に
、

内
田
氏
が
そ
の
作
品
を
書
く
た
め
の
取
材
で

来
館
さ
れ
、
か
な
り
長
く
お
話
を
し
た
思
い

出
も
あ
っ
て
、
テ
レ
ビ
を
見
ま
し
た
。

　

そ
の
来
館
の
お
り
、
帰
り
ぎ
わ
に
、
即
興

で
す
と
言
わ
れ
て

　

・
迷
い
き
て
土
塀
の
路
の
夕
時
雨

の
句
を
さ
ら
さ
ら
と
書
か
れ
た
色
紙
が
今
も

私
の
手
元
に
あ
り
ま
す
。
句
は
城
下
町
長
府

で
の
感
吟
で
し
ょ
う
。

　

色
紙
と
い
え
ば
、
私
が
直
接
お
会
い
し
た

文
人
方
の
色
紙
が
、
い
つ
し
か
集
ま
っ
て
数

十
枚
。
そ
の
中
に
は
書
斎
に
掲
げ
て
常
に
心

の
糧
と
し
て
い
る
も
の
が
何
枚
か
あ
り
ま
す
。

爲
書
の
あ
る
劇
作
家
・
木
下
順
二
氏
の
色
紙

も
そ
の
宝
物
の
一
枚
で
す
。
書
か
れ
て
い
る

文
句
は
、

　

・
人
は
未
来
を
急
ぎ
す
ぎ
る　

あ
ま
り
に

　

多
く
の　

未
清
算
の
過
去
を
残
し
た
ま
ま

と
い
う
も
の
で
、
氏
の
源
平
壇
之
浦
合
戦
を

描
い
た
群
読
劇
『
子
午
線
の
祀
り
』
の
初
演

は
ぜ
ひ
下
関
で
と
い
う
ご
意
志
に
よ
り
、
こ

の
名
作
が
昭
和
五
十
四
年
四
月
九
日
の
夜
、

下
関
文
化
会
館
で
初
演
の
幕
を
あ
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
日
の
日
中
、
い
ま
一
度
火
の
山
の

山
頂
か
ら
海
峡
を
眺
め
た
い
と
い
う
ご
希
望

で
、
木
下
順
二
、
山
本
安
英
、
嵐
圭
史
の
三

氏
を
一
日
ご
案
内
し
た
こ
と
か
ら
、
後
日
、

東
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
送
っ
て
下
さ
っ
た
も
の

で
、
私
自
身
の
日
常
生
活
や
し
ば
し
ば
起
こ

る
国
際
間
の
問
題
な
ど
、
事
あ
る
ご
と
に
新

鮮
な
教
訓
と
し
て
私
の
心
を
打
つ
の
で
す
。

　

い
ま
一
枚
の
色
紙
は
、同
じ
長
府
に
住
み
、

常
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
直
木
賞
作

家
・
古
川
薫
氏
が
、

　

 

・
無
能
無
才
に
し
て　

こ
の
一
筋
に
つ
な

が
る

と
い
う
、
松
尾
芭
蕉
の
玄
住
庵
記
の
中
の
一

筋
を
書
か
れ
た
も
の
で
、
氏
が
大
切
に
し
て

お
ら
れ
る
心
情
で
す
。
た
だ
し
古
川
氏
の
場

合
は
無
能
で
は
な
く
、
有
能
に
し
て
そ
の
一

筋
の
日
常
を
積
み
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

先
達
が
そ
の
折
々
に
書
か
れ
た
言
葉
は
、

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
私
の
〝
色
紙
ね

だ
り
〞
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
そ
う
で
す
。

先
達
の
色
紙
に
学
ぶ

山口県創作懇話会
会長　清永　唯夫

賛助会員募集の御案内
　本連盟の趣旨に賛同し、その事業、運営等
を支援してくださる賛助会員（個人又は団体）
を広く募集しています。
年会費　１口年間 5,000円（１口以上）

＊ 賛助会員の皆様には、会報、その他文化情
報誌をお届けします。
＊ 入会受付は随時いたしておりますが、会員
期間は入会日からその事業年度の３月31日
までとさせていただきます。
申込み方法
 　所定の入会申込書兼振込書にて年会費のお
振り込みをお願いします。
 　詳しくは、山口県文化連盟事務局までお問
い合わせください。
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